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研究成果の概要： 

技術倫理の理念を真に有効にするには、我が国の伝統文化に適合した技術倫理や技術者教

育のあり方を究明する必要がある．また、技術倫理教育は継続教育の対象であり，かつ教育

コンテンツを広く共有することが求められるが、現在これに必要な技術やプラットフォーム

が未整備である。これを解決するには、e-Learningの活用が不可欠である．主な研究の成果

は以下のようなものである：１）我が国の工学は学問として定着しているので、欧米の技術

倫理の枠を超えて「科学技術倫理」を議論することが必要である。２）欧米型の技術倫理は

技術者が個人として責任を負うという概念であるが、我が国の文化に適合させて、組織が責

任を負うという考え方に基づくのが適切である。３）科学技術倫理の教育コンテンツを共有

するには著作権の問題をクリアしなければならないが、特に「引用」の範囲をガイドライン

として整備することが必要である。４）汎用e-LearningプラットフォームWebELSが科学技術

倫理の生涯教育に有用であることを実証した。 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 1,200,000 0 1,200,000 

２００７年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

２００８年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

総 計 3,500,000 690,000 4,190,000 

 
 

研究分野：時限 

科研費の分科・細目：なし・人材育成と技術者倫理 

キーワード：技術倫理、生涯教育、イラーニング、国際連携 

 
１．研究開始当初の背景 

(1) 技術は持続的な社会発展を支えてい

る．一方、技術に起因した危害，事故、災害

の防止、および社会秩序破壊行為等の防止は

重要な社会的課題である．安全で安心なシス

テムの構築には、高度な倫理観をもつ技術者

の存在が基盤であり、技術倫理の概念構築，

技術倫理教育の方法、社会的支援体制の整備

は、緊急の課題である． 

(2) 技術倫理綱領や教育は米国が先導

しており，我が国は米国の水準に達すること

を当面の目標とした努力が関係者の間で進め

られている．米国型倫理綱領は，米国の歴史・

文化や社会制度が背景にあり，我が国の伝統

文化に根ざした技術倫理や技術者教育の必要

性が指摘されるようになった． 

(3) 「技術は人なり」、「和と協調」、

「勤勉と正直」は我が国の誇りとする技術者

の徳目であり、最近のグローバル化の潮流で

忘れられつつある．今こそ伝統文化を再認識

し，技術倫理綱領と教育に生かすべきである． 

(4) 技術倫理教育は生涯教育の対象で
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あり，先端ITを活用したe-Learningの活用が

不可欠である． 

 

２．研究の目的 

(1) 人格形成という視点から技術倫理

とその教育をとらえて、我が国の伝統文化に

根ざした技術倫理綱領のあり方、および技術

倫理教育のあり方を究明する． 

(2) 欧米の技術倫理綱領を比較分析し，

伝統文化や社会制度との関連を明らかにし，

倫理綱領や倫理教育と伝統文化との関連を究

明する． 

(3) 我が国の人格形成の歴史を分析し，

社会に果たした役割を評価し，適切な倫理綱

領及び倫理教育のあり方を究明し、将来への

指針を示す． 

(4) 文化を共有するアジア諸国との連

携により､より広い視点から伝統文化に根ざ

した技術倫理のあり方を究明し、アジア諸国

の技術倫理の発展にも貢献する． 

(5) 我が国の伝統文化に根ざした技術

倫理綱領を提案し，e-Learning教材の試作と

有効性の実証実験行い、将来への指針を示す． 

 

３．研究の方法 

(1) 日米の代表的技術倫理綱領の比較分析:

 技術倫理の研究・教育は米国が先行し､我が

国がそれを手本としている．一方､我が国の学

協会の技術倫理綱領があまり機能していない

という指摘がある．この問題を把握するため

に､先ず､代表的な科学技術系団体の技術倫理

綱領を比較し､共通の理念､共通の項目と規定、

および団体による違いを洗い出すとともに､

その理由や背景を科学技術の歴史､伝統文化

や社会制度との関連から考察する．これによ

って､技術倫理綱領の由来や目的がより明ら

かとなると考える． 

(2) 人間形成教育の日米比較: 技術倫理は

技術者のモラル原理（moral principles）を

ベースとしていると言われる．モラル原理は

人間教育に端的に反映するはずである．日米

の初等・中等教育を人間教育の視点から調査

分析した文献を収集し､米国の「個の独立と自

立」の本質的概念と教育法､我が国の「和､協

調と団体行動」、訴請社会としての米国と､

恥の文化をもつ日本との比較分析を行い､技

術倫理と人間形成教育の文化的視点での日米

の差異を明らかとする． 

(3) エンジニアリングの位置付けと社会的

役割の分析: 我が国ではエンジニアリングを

工学と訳されて「学問」と位置付けられてい

る．一方､欧米では、エンジニア(技術者)とは

工業製品の設計と製造を主な職務とする「技

術プロフェッション（技術専門職、技術業）」

の位置付けにある。この違いは重要であり､

社会的役割や技術倫理の位置付け、更には技

術者教育（工学教育）に違いが生ずる．この

点を比較分析し､グローバルな社会での我が

国の技術者の位置付けと社会的役割を考察す

る． 

(4) 我が国の伝統文化の考察:「技術は人な

り」は、我が国が誇れる技術者教育の伝統的

理念であり､外国ではほとんど聞かれない．こ

の格言は含蓄が深く､「人を磨き､技術を磨く」

という日常の努力を求め､日々の反省を自然

の帰結とし､技術者倫理の本質へ繋がる．この

種の理念は､我が国の技術者や職人の永い伝

統文化の継承であるとともに､自己を律する

という世界に誇れる日本文化の一側面である．

このような概念を収集・分析し技術者倫理の

理念の抽出と体系化を試みる． 

 (5) 生涯教育への e-Learning の活用： 技
術倫理は大学の工学部教育の中で実施されて
いるが、生涯教育として継続的に教育するこ
とが重要である。この手段として Internet を
利用した e-Learning が有効であると考えら
れるので、我々が開発した汎用 e-Learning プ
ラットフォーム WebELS を技術倫理教育に活
用する方法を検討し、コンテンツ作成と配信、
実用性やユーザインタフェース改良など、一
部実験することによって、今後の展開のため
の評価と指針の策定を探る。 

 

４．研究成果 

(1) 技術倫理に関する欧米との差異 

技術は持続的な社会発展を支えている．一

方、技術に起因した危害，事故、災害の防止、

および社会秩序破壊行為等の防止は重要な

社会的課題である．安全で安心な技術システ

ムの構築には、高度な倫理観をもつ技術者の

存在が基盤であり、技術倫理の概念構築，技

術倫理教育の方法、社会的支援体制の整備は、

緊急の課題である．技術倫理綱領や教育は米

国が先導しており，我が国は米国の水準に達

することを当面の目標とした努力が進めら

れている．一方､現在の米国型倫理綱領は，

米国の歴史・文化や社会制度が背景にあり，

この拡張では国際化は困難であるという指

摘が米国の学者によっても行われており､我

が国の伝統文化に根ざした技術倫理や技術

者教育の必要性があると考えられる．「技術

は人なり」、「和と協調」、「勤勉と正直」

は我が国の誇りとする技術者の美点であり、

最近のグローバル化の潮流で忘れられつつ

ある．伝統文化を再認識し，技術倫理綱領と

教育に生かすべきである． 

我が国では､科学､工学､技術、技能の順に､



 

 

いわゆる基礎から応用へ、学問から実践へと

位置付けられているが､欧米では､Science、

Technology、Engineering、Technique と位置

付けられている．（工学は工に関する学問とい

う意味であるので英語訳は Engineering 

Science が適切である）． 

この違いは重要であり､我が国ではエンジ

ニアの主たる仕事が新技術の研究開発である

が､欧米では研究開発は Scientist（研究者）

の役割りであり､エンジニアの主な役割りは

設計である．設計によって科学技術が日常生

活の場で人々に利用される機械装置・システ

ムになるわけであるから､エンジニアはとり

わけ社会に対する責任が重いという枠組みに

なり､技術倫理が求められる次第である．我が

国と欧米との科学、技術、工学の概念的差異

を図１に示す。 

 
  図１ 工学の欧米との差異 

 

欧米における Engineer は、我が国では、企

業の技術者で､かつ設計・製造に関る専門職に

近く､研究開発を担当しない。欧米の企業にお

ける研究開発の担当者は Scientist と呼ばれ

る。つまり、欧米の技術倫理には研究開発を

担当する専門職を対象としていないと理解す

るのが妥当である。この点の認識がずれてい

ると議論が噛み合わなくなる． 

 このような議論と関連して､Profession（専

門職）と呼ばれる概念を付け加える必要があ

ろう．プロフェッションとは、“社会において

専門家として特別の仕事をすること” であり、

“専門教育を受けて優れた専門知識を持ち､

専門家として仕事をすることで､法律､医療､

看護、牧師､エンジニアなどが入る”、と定義

されている．従って､一般の雇用者とは区別さ

れ､専門家として雇用される．“エンジニアリ

ングはプロフェッションである”、とは、「特

別に教育された高度な専門知識を持ち､専門

家として雇用されているので､一般の会社員

とは異なった社会的責任があるわけであるか

ら、自覚して行動して欲しい．」という考え方

が､欧米､特に米国において強いようである．

教育や社会制度にこのような概念が反映して

おり､エンジニアの自律が求められ､保証され

ている．  

(2)技術倫理と社会との整合性 

 技術は人々の生活の質（QoL）の持続的向上

を目的としていると考えることが出来る。安

全の保証もこの一部である。現場でこれを担

うのが技術者である。法と倫理綱領によって

枠が設けられているが、法制度は国によって

異なると考えられる。倫理綱領もその国の文

化、社会体制、歴史によって異なるのが自然

である。更に、当然のことながらその国の技

術レベルもこれを支えている。これらの基盤

に宗教や文化がある。これを概念図で示した

のが図２である。 

 

 
  図２ 技術倫理と社会との整合性 

 

 今後、技術倫理の改訂、教育、実践におい

て、このような仕組みを十分に理解しておく

ことが重要であるとともに、国際連携といえ

どもそれぞれの国の文化と歴史が基盤となっ

ているので、共通性と違いを両立させること

が肝要である。 

 

(3) 技術倫理と e-learning 

 技術倫理は企業の営利活動と複雑に絡み合

っているので、技術者個人の自立的実践には

限界がある。特に我が国の企業では個人の立

場で実践することは難しい。一方、技術倫理

は企業活動の根幹を支えるものであるという

理解が不十分であることは、明らかであり、

メディアでは毎日のように技術倫理にまつわ

る不正や事故が報道されている。その度に新

しい事例や対処法が積み上げられている。こ

れらを教材として活用し、生涯教育に利用す

ることは、この分野の教育に携わるものなら

誰もが考えることである。 



 

 

 Internet と IT を活用した e-Learning は極

めて有効な対応策である。本研究では我々が

開発した汎用 e-Learning ツール WebELS をこ

のような目的で活用することが出来ることを

実証的に示した。図３は、国際倫理綱領の設

計における技術倫理と伝統文化との関係を説

明した教材を、オンデマンド型個人学習教材

として実現した試みの、学習画面例を示す。

パワーポイントに説明用音声とそれに同期す

るカーソルが記録され、それが学習者のパソ

コン上で再生されている例を示す。 

 このようなコンテンツは WebELS がもつオ

ーサリング機能によって容易に作成し、かつ

スライド単位で改訂出来る。このようなコン

テンツを整備し社会で共有することによって、

技術倫理の生涯教育体制が、余り予算を掛け

ずに、格段に整備されるはずである。 

 

 
  図３ WebELS の個人学習画面例 
 
 本研究では、技術倫理には我が国の伝統文
化や社会制度との整合性を図ることが重要で
あること、我が国の工学教育は欧米と異なる
背景と歴史を持つので、技術者の役割も異な
り、技術倫理綱領も異なってしかるべきこと、
グローバル化時代に置いては国際技術倫理綱
領が必要とされるが、共通な部分と国によっ
て異なる部分を適切に調整することが必要で
あること、技術倫理には生涯教育が重要であ
り、e-Learning を活用することによってより
効果的に実現出来ること、などの成果を得た。 
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